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光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
に
新
造
さ
れ
た
四
方
輿
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『
聆
涛
閣
集
古
帖
』（
以
下
、『
集
古
帖
』）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
模
写
・
拓
本
は
、
基
本
的
に
江
戸

後
期
に
お
い
て
す
で
に
「
古
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
対
象
を
写
し
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
二
帖
あ
る
「
乗
輿
」
の
う
ち
「
乗
輿
一
」
帖
で
、
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
輿
（
四
方

輿
）
の
図
は
、
他
の
古
物
の
模
写
・
拓
本
と
は
趣
が
異
な
り
、
明
ら
か
に
同
時
代
性
を
示
し
て
い
る
。

『
集
古
帖
』
の
注
記
や
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
文
書
目
録
を
手
が
か
り
に
、『
修
学
院
御
幸
録
』
の
記

事
を
探
る
と
、
光
格
上
皇
の
七
度
目
の
修
学
院
御
幸
に
向
け
て
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
三
月

に
完
成
し
た
四
方
輿
「
菊
八
葉
」
の
意
匠
検
討
に
関
わ
る
一
括
の
史
料
群
と
判
明
し
た
。

こ
の
四
方
輿
「
菊
八
葉
」
は
、
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
網
代
輿
に
替
わ
っ
て
「
山
輿
」
と
し

て
新
造
さ
れ
た
も
の
で
、
竹
屋
光
棣
・
原
在
明
ら
の
考
証
に
も
と
づ
く
復
古
的
な
態
度
で
意
匠
が
定

め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
絵
巻
な
ど
の
古
図
の
み
な
ら
ず
、
や
ま
と
絵
師
た
ち
に
よ
る
輦
輿
の
原
物
の

実
測
的
な
調
査
が
参
考
資
料
と
さ
れ
た
。
こ
の
四
方
輿
は
現
存
し
、
京
都
御
所
に
保
管
さ
れ
る
「
御お

腰よ

輿よ

」
で
、
毎
年
五
月
の
葵
祭
（
賀
茂
祭
）
で
斎
王
代
を
勤
め
る
女
性
が
乗
る
輿
と
し
て
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。

［
論
文
要
旨
］

四
方
輿
「
菊
八
葉
」
新
造
に
先
立
っ
て
、文
政
七
年
の
光
格
上
皇
初
度
修
学
院
御
幸
に
際
し
て
は
、

網
代
輿
が
新
造
さ
れ
た
。
京
都
御
所
保
管
の
網
代
輿
が
こ
れ
に
該
当
し
、「
唐
八
葉
」
の
文
が
施
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
盛
儀
は
記
録
画
と
さ
れ
、
輿
は
中
心
モ
チ
ー
フ
と
し
て
そ
の
記
憶
を
伝
え
る
も
の
と

な
っ
た
。

さ
ら
に
こ
の
京
都
御
所
の
「
唐
八
葉
」
網
代
輿
に
酷
似
す
る
網
代
輿
が
、
聖
護
院
門
跡
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
菊
二
重
」
文
が
あ
り
、
光
格
上
皇
か
ら
実
弟
の
盈
仁
法
親
王
に
下
賜
さ
れ

た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
光
格
上
皇
が
譲
位
後
の
御
幸
始
に
用
い
た
も
の
に
相
当
す
る
。

寛
政
度
の
内
裏
再
興
に
復
古
的
な
考
証
が
基
礎
と
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
く

文
政
期
の
四
方
輿
新
造
に
お
い
て
も
、
復
古
的
な
考
証
を
志
向
し
て
意
匠
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
事

例
は
、
考
証
の
内
実
を
う
か
が
い
知
る
と
と
も
に
、
好
古
の
嗜
好
は
具
体
的
な
事
業
と
結
び
つ
き
、

当
時
の
政
治
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
四
方
輿
、
網
代
輿
、
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
、
復
古
、
京
都
御
所

　
葵
祭
斎
王
代
の
腰
輿

は
じ
め
に

❶『
集
古
帖
』に
収
め
ら
れ
た
図
の
全
体
構
成　
　
　
　
　

❷
四
方
輿
の
図
と
京
都
御
所
の
御
腰
輿

❸
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
の
四
方
輿

❹
考
証
資
料
と
絵
師
の
関
与

❺
光
格
上
皇
初
度
の
修
学
院
御
幸
の
網
代
輿

❻
聖
護
院
門
跡
の
網
代
輿	

む
す
び
に
か
え
て


